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２０２３年１２月ＮＨＫ東北地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ東北地方放送番組審議会は、１４日(木)、ＮＨＫ仙台放送局において、

１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、発見！あおもり深世界「“十和田古道”をゆく」も含め、放送番組

一般について活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員）  

   委 員 長  松沢 卓生 (株式会社松沢漆工房 代表取締役) 

副委員長  佐々木 裕司（東北電力株式会社 常務執行役員） 

   委 員      丑田 香澄（一般社団法人ドゥーラ協会 理事） 

昆野 勝栄（河北新報社 論説委員会論説委員） 

佐藤 多恵（シンガーソングライター） 

武田 靖子（株式会社ジョイン 専務取締役） 

永井 温子 (株式会社 Ridun 代表取締役) 

前川 直哉（福島大学教育推進機構高等教育企画室 准教授） 

中嶋 嘉津子（一般社団法人仙台市障害者スポーツ協会 理事） 

渡邊 享子（株式会社巻組 代表取締役） 

 

（主な発言） 

 

＜発見！あおもり深世界「“十和田古道”をゆく」について＞ 

 

（ＮＨＫ側）「発見！あおもり深世界」は青森県域向けの放送で、今年で６

年目となる。司会にタレントの元りんご娘・ジョナゴールドさん

と王林さんに交互に出ていただき、視聴者目線で、地域の課題

や地元の人も知らない文化的な魅力を深く掘り下げる番組にな

るよう制作している。今回のテーマである十和田湖は、東北の

人にはなじみのある観光地だが、実は人々の記憶から忘れられ

た、いにしえの道があったことを伝えたかった。 
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○  歴史的な背景を解説や映像で掘り下げる部分と、クイズなど笑顔になれる掛け合い

のバランスがよく、見ているうちに自然と知識を得られる構成が好ましいと感じた。

十和田古道と熊野古道の関わりや結びつきについてはよく伝わったが、熊野古道その

ものがいかに特徴的で、それゆえ世界遺産になったのか、という点も要素として入っ

ていると、十和田古道の魅力がより伝わったのではないか。また、歴史の奥深さを伝

えるだけではなく、古道を歩くことそのものの楽しさがもう少し盛り込まれていると、

訪れたいという好奇心をより一層かきたてることができたと思う。十和田古道が通る

土地で風力発電の計画が持ち上がっていて、歴史を知れば意見も変わるという意見も、

押しつけがましくなく伝えた。十和田古道研究メンバーの案内人のコメントからは熱

い思いが伝わってきて、魅力が伝わる人選だった。秋田でも放送して欲しいと思える

すてきな番組だ。 

 

○  山歩きを楽しみたい人にも、歴史や紀行を楽しみたい人にもよいバランスで新しさ

を感じた。山を題材にした番組は、標高が一番高いところがクライマックスになる印

象があるが、今回の番組では、最後に十和田湖のボートから見渡すという構成がおも

しろいと思った。冒頭の修験や岩木山の映像が印象的だったが故に、番組で取り上げ

られた実際の自然景観やまだ整備されていない十和田古道には、地味な印象を持って

しまった。出演者の元りんご娘のジョナゴールドさんは、津軽弁で話す様子やワイプ

でのリアクション、視聴者目線のコメントがとてもよかった。十和田古道研究メン

バーの案内人は伝え方が上手で、十和田湖に対する思いが伝わってきた。タイトル「深

世界」の「深」という字が似つかわしい、興味深い内容だった。 

 

○  番組を通じて初めて知ることばかりで見入った。学術的な解説をした弘前大学の名

誉教授や十和田古道研究メンバーの案内人の語りが楽しそうで、思わず興味をそそら

れた。熊野古道とつながりがあることには驚きがあり、地域振興に活用するなど可能

性を感じた人も多かったのではないか。出演者の元りんご娘のジョナゴールドさんは、

番組を明るい雰囲気にしてくれるうえに、津軽弁が自然で、放送によって津軽弁が県

内に届くことはとてもよいことだと感じる。３０分があっという間に感じ、青森の文

化の幅広さや多様さを県内外に伝えられるすばらしい番組だった。十和田古道の研究

が進んで新しい発見があった際には、例えば秋田放送局とともに磨きを掛けた番組を

制作するなど、今後の展開を期待したい。 

 

○  名前はよく知られているものでも、歴史を掘り下げると奥深さを味わえるという企

画の意図を感じた。地元の良さを紹介する際に、地元以外のタレントが探訪して視聴

者に伝えるという番組の作り方はよくあるが、今回の番組は、出演者がすべて地元の
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人であり、その人たちも知らないことがらを通して地元の良さを再認識する作り方で、

地域放送局ならではの番組だった。十和田古道と熊野古道のつながりについては驚い

たが、熊野の形を導入しながら地元に根付いている信仰も受け継いでいることに地元

の矜持を感じた。すでに景勝地として評価されている十和田湖や奥入瀬渓流が近隣に

あるので、十和田古道の山岳信仰や歴史的な遺産が調和すれば、すばらしい観光資源

になると思う。放送を通じて国内外にその魅力を発信して欲しい。 

 

○  複数回視聴しないと内容を理解することが難しい番組だった。歴史や文化遺産にあ

まり詳しくない視聴者もいる。番組では十和田古道と熊野古道のつながりに重きを置

いていたが、熊野古道についての基礎知識が無い視聴者には、そのつながりの意味や

価値が伝わらないのでは、と感じた。ただ、番組の中では、十和田神社を中心に、神

の世界と人間の世界の境目として滝や鳥居を結界に見立てていたことや、かぎ型の木

を大木の枝に掛けることで旅の安全を願っていたことなど、予備知識がない視聴者の

理解を助ける工夫も感じられた。十和田古道が使われた当時の人が見た景色が今も変

わらず残っていることに視聴者が心躍らせたりロマンを感じたりして、訪れてみたい

と思うきっかけになる番組だったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側）十和田古道は弘前大学の名誉教授が発見したと発表してからま

だ２年しかたっておらず、すべてのルートが判明しているわけ

ではない。研究の途上であり、今回はロマンを味わってもらい

たかった。青森県域向けの番組であるため、身近な十和田湖の

知られざる魅力を伝える方向性で制作したが、十和田湖が身近

ではない人には少し説明が足りない部分があったり、全体の尺

の関係で、熊野古道の話を最小限に収めたりしてしまった。今

回の意見を今後の番組制作に生かしたい。 

   

 

○  十和田湖が信仰の対象だったことは新鮮な驚きだったが、十和田古道が使われた時

代にどのような人の営みがあったのかが、あまり伝わってこなかった。古道の時代を

しのぶ旅であるならば、鳥居や石の灯籠といった物理的な痕跡だけでなく、お祭りや

芸能など文化的に受け継がれているものがないのか気になった。祈ったり占ったりし

ないではいられない人の心のありようは、時代を経ても変わらないものだと思うので、

古道の時代の人々とつながるよすがが、人々の暮らしや息づく文化に残っていれば、

続編で見てみたい。また、山岳信仰は東北各地にあるが、世界的に珍しい山岳信仰や

修験という文化が、インバウンドなどを通してブームになれば注目を浴びるのではな

いかと期待できる内容だった。 
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○  冒頭の、青森各地の霊山の映像から番組に引き込まれた。熊野古道と十和田古道の

構造がよく似ているという話は興味深かった。また、弘前大学の名誉教授や十和田古

道研究メンバーの案内人のコメントが非常にわかりやすく親しみやすかった。８０年

前に十和田古道を歩いたという地元女性のインタビューからは、信仰を守ってきたこ

とが伝わってきたとともに、戦時中に日本の勝利を祈ったというエピソードからは、

若者が本当に十和田でそうした祈りを捧げたことに胸を打たれた。番組最後に紹介し

た祈りや占いの場でおより紙を水につけるという習俗は、若い世代の興味も引くので

はないか。忘れられてしまったいにしえの道があることがよく伝わってきたので、続

編を期待したい。 

 

○  テーマは興味深かったが、教養とバラエティー要素のバランスに苦労して、結果的

に前提となる知識の説明や掘り下げが不足しているという印象を持った。熊野古道と

の共通点が説明されていたものの、その意味や、なぜ十和田古道は廃れたのか知りた

かった。８０年前に十和田古道を歩いたという地元女性へのインタビューはもう少し

分量を厚く聞きたかったし、当時の資料や当時を知る人の話にもっと焦点をあてても

よかったのではないか。冒頭のナレーションで視聴者をあおるようにアピールする手

法や、スタジオカメラの切り替えが進行と若干ずれていたことなど、細かい部分に違

和感が残ってしまった。バラエティー要素を取り入れ、視聴者を飽きさせない工夫を

することは大切だと思うが、歴史のおもしろさを伝えることに注力して、落ち着いた

トーンで見たい内容だった。 

 

○  十和田古道の発見を伝えることで、十和田エリアに新たなストーリーが加わり、観

光でもまた違った視点で見えてくる可能性を感じた。十和田古道が世界遺産の熊野古

道とよく似た構造であることを、熊野古道の写真と比較したり、十和田古道を歩きな

がら丁寧に説明したりすることで、当時の人がどのように詣でたのか、様子をイメー

ジすることができた。一方で、スタジオの解説は少し分かりづらかった。江戸時代の

山岳信仰の話や、振りがなをつけないと分からないことばなど、意味を追えない箇所

があり、複数回番組を見てやっと全体を理解できた。集中して見ないと理解が進まな

い内容だが、音楽がうるさく感じてしまい、番組と合っていなかったのではないか。 

 

○  十和田古道と熊野古道とのつながりや、盛岡藩の保護を受けていたという点につい

て、もっと詳しく知りたいと思った。十和田湖周辺では、観光地としては奥入瀬渓流

が有名になって、かつての中心地が閑散としていることを残念に思っていたが、十和

田古道は観光面でも期待できると思った。出演した十和田古道研究メンバーの案内人

の解説は聞き取りやすく、また、地元の若い人が歴史の解説をしたりガイドをしたり
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することは新鮮で、どのような経緯でガイドになったのか興味が湧いた。東北には秘

められた歴史や文化がまだ残されているので、積極的に番組作りに生かして欲しい。 

 

（ＮＨＫ側）十和田古道が使われた当時を文化的に残す痕跡は番組としても

必要だと思い取材をすすめたが、番組で取り上げた以上の情報

は現時点で得られなかった。出演いただいた、８０年前に十和

田古道を歩いたという地元女性は、高齢であるため長時間の

インタビューができなかったが、貴重な証言者であるので今後

も継続的に話を聞きたい。演出面では、教養として伝える面と

楽しく見せる面が常にせめぎ合っていて、きっちりとした番組

にすると視聴者が離れる実態もあり、バランスを探りながら制

作している。元りんご娘のタレント２人の力を借りて、若い世

代にも見てもらえるように意識して砕けたパートを入れている

が、演出技術はまだ磨いていかなければいけないと思う。番組

で取り上げることが、長い目で見て地域振興にどうつながるか

を意識して、制作を続けていきたい。 

   

＜５月１５日(月)に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ意見について＞ 

 

○  ＮＨＫの調査結果には担当職員と上司の社会問題に対する認識の欠如と記載され

ているが、社会的な課題に対して、職場で対話したり議論を深めたりする文化や仕組

みはこれまでなかったのか。認識の欠如とあるが、すべての人がそもそも正しい認識

を持っているとは限らない点が気になった。 

 

（ＮＨＫ側）一つ一つの取材や、原稿を書き、それをデスクがチェックして

放送になるという過程が鍛錬の場であるが、今回の事案は、ワ

クチンの接種後に亡くなったことと新型コロナに感染して亡く

なったことの２つの死が社会的に全く違うという認識が欠けて

いた。今後もひとりひとりが研さんを積むと共に、研修の場を

設けて、すべての職員が今回の教訓をわが身のこととしたい。

現場の担当者をチェックする立場の職員も、２つの死を混同す

ることはありえないという認識が、確認を不十分にさせた側面

もあり、放送に関わるすべての者があらためて社会課題に対す

る認識を意識していかなければならないと考えている。 
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○  事実の正確性やチェックは番組を制作する上での基本であると思うが、生成ＡＩが

人間の仕事に影響を与えている現在では、極めて重要になっていると感じる。チェッ

クというのは一見地味ながらも大きな責任を伴う仕事だと思うので、制作にかけてい

たリソースを一部減らしてでも、チェックにより多くの資源を投入するという判断が

必要な時代になってきたと感じた。 

 

○  「これは知っていて当然」とか「ジャーナリストとしては常識だ」という無意識の

前提をもう一度見直さなければならないと感じた。リスクチェック機能の強化、再発

防止の体制づくりなど、一般的なことばで片づけるのではなく、安易な前提に立たな

いことが正しい報道の基本であるということをあらためて認識した。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１７日の東北ココから「クマ襲撃 異常事態 いったい何が？」を視聴した。

衝撃的な内容で強く印象に残った。人里に現れる「アーバンベア」の具体的な生態や

対策という、視聴者がいま一番知りたい情報を掘り下げて、専門家の解説や自動カメ

ラの映像により多角的に調査して伝えていた。クマに遭遇した場合の対処方法も、一

歩進んだ危機意識をもって行動するよう注意喚起があった。２次元コードでも情報を

発信し、日常の行動につながる形でありがたく思った。また、背景にある社会課題や

それに対する秋田の取り組み、平時からの対策の重要性も伝わった。いま見たいと思

える問題を徹底的に取材して迅速に放送したことに感謝を伝えたい。命を守る防災と

も呼べるテーマであり、今後も定期的に取材して、課題先進地として、東北からの発

信でほかの地域の参考になる番組を制作し続けて欲しい。 

 

○  １１月１７日の東北ココからを視聴した。現下の社会問題を、時宜を得て取り上げ

ていた。冒頭のテーマの文字の背景にデザインされたらんらんとしたクマの片目や、

闊歩するクマの姿や被害者の証言など、異常事態の恐ろしさを伝える演出で、導入部

で引きつけられた。クマが人里に出没する理由として、異常気象による餌不足だけで

なく、過疎化や休耕地、人口動態など社会的な変化によって、森と人が住む場所の境

界があいまいになっていることが根底にあるという解説を聞いて、伝染病にも同じ構

図が当てはまると感じ、自然界と人間界の住み分けの持つ意味について考えさせられ

た。熊の被害は昔からあったが、とりわけ人間に慣れた「アーバンベア」が引き起こ

す課題は、今後、事態が恒常化する可能性があるとしたら、予備知識と社会の理解を

促すことが必要なので、公共メディアとしてこれからも番組を通して現状と課題を伝

えて欲しい。 
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○   １１月３０日の「ニュースこまち」を視聴した。「♯ａｋｉｔａ～紅葉に雪（男鹿・

大龍寺）」の映像は、紅葉に雪が降り積もる様子を自然音のみで伝えていて心が洗わ

れる映像だった。僧侶が読経して息が白くなる様や、絶景をただひたすら映し出す映

像が日本絵画の様だった。住職の「冷たさも寒さも含めて今を生きているんだ」とい

うことばが添えられ、年の暮れにふさわしい、印象に残る映像だった。 

 

○  １２月２日のやまコレ「スンちゃんの韓国料理店 〜山形・来日３４年目の日々〜」

を視聴した。山形県内では、舞台となった戸沢村と韓国に文化的なつながりがあるこ

とは知られているが、実際に住んでいる人や生活、時代が変わる中でどんな人生を

歩んできたのかを知る機会となった。主人公が行政主導の国際結婚で韓国から戸沢村

に来て、慣れない日本の生活に苦労してきた過去を丁寧に伝えていた。農村部はこう

した外国人に支えられて家族や地域を維持できた反面で、その存在を大事にしてこな

かった現実を学んだ。同じく外国から嫁いで来たものの、主人公とは対照的に、人生

を振り返ってすべてが中途半端だと悔やんでいる女性が登場し、胸が苦しくなった。

主人公がその女性を励ましている様子は、同じような気持ちを抱く視聴者へ励ましの

メッセージとなったのではないか。 

 

○  １２月８日の東北ココから「誰にも言えなかった 〜孤立する妊婦たち〜」を視聴

した。仙台で妊娠ＳＯＳという匿名サイトを運営している代表が、メールなどでのア

ドバイスのみならず、同行支援や子どもが生まれたあとの母ともつながり続けている

活動はすばらしいと感じた。番組で紹介される事例は、どれも本人が登場して、自身

の思いや体験を語る具体的な内容で、とても貴重であるとともに胸が苦しくなるもの

も多かった。「誰にも言えなかった」というタイトルには、人とのつながりが薄い「社

会関係資本の貧困」を表しているのだろうと感じた。なぜ女性ばかりが番組で紹介さ

れたような状況に追い込まれるのか、深く考えさせられる内容で、こういった番組こ

そジャーナリズムの仕事だと感じた。地域放送として取り上げられたことで、まさに

私たちの街で起きている出来事だと感じさせる力があった。引き続きこうした貴重な

番組を作り続けて欲しい。 

 

○  １２月１０日の発見！あおもり深世界「出張！ナノコエ〜あなたの小さな疑問に答

えます〜＃０８」（総合 後 1:05～1:48 青森県域）を視聴した。なぜ青森には三戸、

八戸など「戸」がついた地名があるのかというテーマは、二戸、九戸など同様に「戸」

がついた地名がある岩手の人にも関心がある内容だった。「四戸」が地名として現在

は存在しないことは知っていたが、なぜ無くなってしまったのかという理由や、かつ

ての「四戸」がどの辺りだったのかを初めて知った。八戸市の図書館の学芸員の解説
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があり、学術的に調べたところが徹底していると感じた。青森と岩手は文化圏がまた

がっているので、今回のような共通するテーマの時は岩手県でも放送があるとよいの

ではないか。出演しているタレントの王林さんからは青森愛を感じ、アナウンサーと

のやり取りもテンポがよくて、とてもわかりやすい内容だった。 

 

○  １１月２２日のあさイチ「愛(め)でたいｎｉｐｐｏｎいきなり んめぇ！晩秋の宮城 

美味めぐり」を視聴した。宮城が米どころであることは知っていたが、あえて専門店

でおにぎりを購入することはこれまでなかった。放送を通して、具材を地元の食材に

こだわっていることや、開業するに至ったエピソード、東日本大震災の津波被害から

再スタートした話を知り、専門店でおにぎりを買ってみたいと思うきっかけになった。

宮城の人でも知らないご当地のグルメ情報が満載で、その地に行ってみたいと思い、

楽しく見られた一方で、それら宮城の特色ある料理がほとんどスタジオには実物とし

て登場せず、出演者が食べている様子を見られなかったのは残念だった。 

 

○  １２月６日のクローズアップ現代「世界が注目！日本の教育『ＴＯＫＫＡＴＳＵ』

特別活動の意義は？」を視聴した。子どもたちが活発に意見を交わして物事を決めて

いくという日本式教育法を取り入れる学校がエジプトで増えているという内容を見

て、日本では意見が出なかったり周囲に同調したりと形骸化しているのではないかと

も思ったものの、日本国内の好事例も紹介されていて安心した。エジプトで「ＴＯＫ

ＫＡＴＳＵ」を実践している先生が、自主的に課題を見つけて解決していく特別活動

への期待を語っていたが、当の日本社会は政治参加の意欲が低調であることへの危機

感も感じた。番組は、教員の働き方改革やコロナ禍で、特別活動や学校行事が削減さ

れていくことへの警鐘でもあったように思う。学校教育が何を大事にするべきか考え

させられた。 

 

○  １２月８日のアナザーストーリーズ 運命の分岐点「ジョン・レノン そして『イマ

ジン』は名曲になった」を視聴した。「イマジン」が人々の心に残る名曲になったい

きさつについて、ジョン・レノンの追悼集会での出来事からひもとくストーリーは、

納得感のあるかっこよい説明だった。ＢＢＣのニューヨーク支局の記者が、９．１１

の同時多発テロ時にナショナリズムが高まる中で「イマジン」の放送を自粛する動き

があったことを回想する場面があったが、ＢＢＣの記者を取り上げるのであれば、湾

岸戦争でのＢＢＣ自身のイマジン放送自粛の対応にも触れて欲しかった。ジョン・レ

ノンが亡くなった１２月や、戦争やテロが起きるたびに、「イマジン」は人の心によ

みがえってくる。みなひとつ空の下にいるというメッセージは心を打ち、戦争や紛争

が起きている地ではどのように聞かれているのかと思いをはせさせられるよい番組

だった。 
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○  １２月１３日のクローズアップ現代「ゆがんだ“正義”はなぜ ～私人逮捕系動画

の波紋～」を視聴した。逮捕された投稿者の逮捕前の証言や複数の動画配信者、被害

を受けた個人、自治体など、様々な関係者から率直な意見や心理状況がしっかりと語

られていて、取材が厚い内容だと感じた。動画配信サービスやプラットフォーム企業

の具体名を出した踏み込んだ報道で、社会課題の警鐘を鳴らしていて、非常に強く印

象に残った。社会現象を扱う際に、その具体的な被害に踏み込んで伝えられることが

テレビやマスメディアの存在価値であるので、放送倫理に注意しつつも、問題を掘り

下げた報道をこれからも続けて欲しい。 

 

○  １１月２９日のグレーテルのかまど「弘前で！アップルパイ」を視聴した。リンゴ

と青森の歴史をどのように描くのか気になって見ていたが、地元の人にとっては新し

い情報が少なかったと感じ、残念だった。果肉が赤いリンゴが映像で紹介されていた

ものの、品種の名前が出てこなかった点が気になった。実際に調理する場面では一般

的な品種を使っており、弘前を舞台にした番組だったので、青森の品種を使って欲し

かった。また、番組を通して生産者の顔が出てこなかった点も残念で、日本の一大産

地である青森の生産者の声を紹介して欲しかった。 

 

○  １２月８日のあしたも晴れ！人生レシピ「左手が奏でる喜びの旋律 ピアニスト 舘

野泉（８７）」を視聴した。右半身に障害がある不自由な暮らしでも１人暮らしをし

て家事をこなす様子からは、人生レシピというタイトルどおり、生きるヒントが詰

まっていた。脳出血で半身が不自由になったことや、コロナ禍、妻を亡くしたことな

ど数々の苦難を、新たに音楽と向き合うことで乗り越えてきたことが伝わってきた。

私はピアノを習うことはなかったが、主人公が左手のみでピアノを演奏する様子を見

て、誰しもこのような可能性は秘められているかもしれない、と生きる上でのヒント

をもらったように感じた。俳優・賀来千香子さんのコメントの出し方やタイミングが

よく、番組にすがすがしい印象を与えていてよかった。 

 

○  １２月９日のヴィランの言い分「ダニ」を視聴した。俳優がダニの着ぐるみを着て

演じている明るい雰囲気の番組だった。出演者どうしの掛け合いがコミカルで、全体

として楽しく見ることができた。一般的にはよいイメージのないダニに対して、番組

の進行をへるごとに、気持ちがプラスにもマイナスにも揺さぶられ、教育番組として

多様な見方が自然に身につく番組構成がすばらしいと感じた。専門家にダニの模型を

かぶせたり、動画配信サービスでよく見る動画風の解説動画が挟まれたりと、視聴者

を飽きさせない作りになっており、幅広い世代で見ても盛り上がるおもしろい番組

だった。 
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